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11. EPA Prevents the Development of Abdominal 
Aortic Aneurysms through Gpr-120/Ffar-4














いて，OPG のリガンドである TNF-related apoptosis 
inducing ligand（Trail）やエラスチン消化酵素である
Mmp-9 の発現を抑制すること，マウス血管平滑筋細胞
培養系において，Trail の刺激による Mmp-9 の発現上
昇が EPA の添加によって減少し，このメカニズムと




2. CT Fluoroscopy-Guided Percutaneous Drainage: 






　対象は 2012 年９月から 2013 年５月までに CT 透視
下にセルジンガー法で実施した 37 患者（46 手技）［セ
ルジンガー群］，および 2013 年６月から 2014 年６月















3. Impact of Malondialdehyde-Modified Low-Density 
Lipoprotein on Tissue Characteristics in Patients 
With Stable Coronary Artery Disease - Integrated 
Backscatter-Intravascular Ultrasound Study -
（安定冠動脈疾患患者におけるマロンジアルデヒド














　【結果】High MDA-LDL 群では有意に％ lipid が高
く，％ fibrosis が低く，lipid-rich plaque の頻度が多




（平成 29年 １月 ５日）
2対し AI を測定した。石灰化スコアが０の非石灰化群












6. Comparison of the anterior chamber angle 






　【方法】対象は小児（3－16 歳，平均 7.1±3.3 歳）


















7. The androgen-induced protein AIbZIP facilitates 
proliferation of prostate cancer cells through 
downregulation of p21 expression
　【結語】MDA-LDL は IB-IVUS で評価されるプラー
クの不安定性，予後を予測できる可能性が示唆された。
4. Prognostic Factors for Survival in Pulmonary 










されていない。本研究は 2000 年２月から 2013 年５月
に広島大学病院で右心カテーテル検査を施行した連続
1,098 例のうち，安静時平均肺動脈圧≧ 25 mmHg か
つ肺動脈楔入圧＞ 15 mmHg を満たす 243 例を対象に
総死亡に対する解析を行った。Cox 比例ハザードモデ
ルにおいて，拡張期肺血管圧較差（DPG）高値（≧ 7 





5. Use of the Augmentation Index from Applanation 
Tonometry of the Radial Artery for Assessing the 
Extent of Coronary Artery Calcium as Assessed 
by Coronary Computed Tomography








を撮影し冠動脈石灰化と radial AI を測定し脈拍
75bpm で補正した AI@75 とどのような関連があるか
研究を行った。
　冠動脈疾患が疑われ冠動脈 CT を撮影した 161 例に
3れらの経路を介して癌の進展に関与していると考えら
れた。SPC18 陽性例では癌の浸潤先進部におけるβ
-catenin 核内集積像や MMP7 の発現が有意に高頻度
に認められた。大腸ポリープを用いた検討では




9. Detailed course of depressive symptoms and risk 
for developing depression in late adolescents with 











症状低群 66 名，抑うつ症状中群 56 名，抑うつ症状高











10. The development of screening methods to 
identify drugs to limit ER stress using wild-type 



























OASIS による p21 の転写を抑制することで前立腺が
ん細胞の増殖促進することが明らかになった。
8. The clinicopathological significance of SPC18 in 































デルを Wild type および CD9-/- マウスに作製し組織
学的評価を行った。また，関節軟骨の IL-1 刺激に対
する反応を Proteoglycan release assay および real-
time PCR で解析した。
　【結果】CD9-/- マウスの Aging model，AIA model
で関節症性変化および炎症性変化が抑制されていた。
Proteoglycan release assay では WT と CD9-/- マウス
間 に 差 は 認 め ら れ ず， 軟 骨 細 胞 内 の Aggrecan，
Col2a1 の発現が CD9-/- マウスで上昇していた。
　【結論】CD9-/- マウスで OA 様変化が抑制されてお
り，アグリカンやⅡ型コラゲンの発現上昇が関連して
いる可能性がある。
13. Gasdermin C is upregulated by inactivation of 
transforming growth factor β receptor type II in 
the presence of mutated Apc, promoting colorectal 
cancer proliferation.




























11. Alanine scanning mutagenesis of human STAT1 













GOF 変異の好発部位である CCD/DBD を対象に網羅
的アラニンスキャンニングを行い，新規 STAT1 変異
の病的意義の評価に有用である参照データベースを作
成した。このデータベースは MSMD 患者の新規 LOF
変異を正確に判断した。さらに in silico による構造
解 析 に よ り， 活 性 型 で あ る STAT1 二 量 体 の
antiparallel dimer を安定化する変異は GOF に，不安
定化させる変異は LOF になることを示した。
12. The role of tetraspanin CD9 in osteoarthritis 























16. Protease Inhibitor Resistance Remains Even 


















　【成績】DAA 治療後および DAA 未治療例マウスの
治療前 NS3-D168 変異は 1.0％未満で，シメプレビル
を 投 与 し た と こ ろ，DAA 未 治 療 例 マ ウ ス の
G19Cre;Apcflox/flox;Tgfbr2flox/flox mouse の腫瘍の遺伝子
発現プロファイルを網羅的にマイクロアレイで比較し
たところ，Tgfbr2 ノックアウトに伴い 9.25 倍に発現
亢進していた遺伝子 GSDMC を同定した。さらに大
腸癌細胞株を用いて GSDMC をノックダウンすると
細 胞 増 殖 能， 腫 瘍 形 成 能 は 有 意 に 低 下 し， 逆 に
GSDMC を強制発現すると細胞増殖能は有意に上昇
した。GSDMC は TGFBR2 変異に伴い発現亢進し，
大腸癌において細胞増殖を亢進している癌関連遺伝子
であることが示唆された。











SFKs の活性を負に制御する C-terminal Src キナーゼ
（Csk）の腸上皮細胞特異的遺伝子破壊マウス（Csk 






子機構の解析から SFKs の下流では Rac や YAP が活
性化しており，これらの分子を介して SFKs は腸上皮
の恒常性に寄与することが示唆された。
15. ADH1B and ALDH2 are associated with 
metachronous SCC after endoscopic submucosal 
d issect ion of  esophageal  squamous cel l 
carcinoma
（食道癌 ESD 後の異時性多発病変の発症に ADH1B





18. High Vaccination Coverage among Children 
during Influenza A（H1N1）pdm09 as a Potential 

























17.  Long- te rm outcomes af te r  endoscopic 















　内視鏡的切除された LST-G 636 例を対象とした。
LST-G を結節の最大径を指標に３つに細分類し，
LST-G 細分類別の臨床病理学的特徴と診断一致率を
検討した。LST-G 細分類は，各臨床病理学的特徴と
関連し内視鏡経験に関わらず術者間の一致率が高く，
治療方針決定に有用と考えられた。
［まとめ］大腸腫瘍に対する ESD は長期予後も良好で
局所再発も少ない治療法である。結節・顆粒の大きさ
